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教育実践報告
　2018 年 8 月 29 日～ 9 月 4 日までにかけて多摩大学と神奈川大学が合同で実施したモンゴル
特別研修プログラムについてご報告をしたい。
1．実施期間：2018 年 8 月 29 日（水）～ 9 月 4 日（木）
2．実施地：モンゴル財政経済大学（モンゴル国ウランバートル市）
3．参加者：バートル教授（多摩大学）、大庭絵里教授（神奈川大学）、
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　国際的な NPO 組織である「Save The Children」（本
部は東京）のモンゴル事務所を訪問した。担当職員より
同事務所がモンゴルでの教育活動の詳細について説明を
受けた。1990 年代の民主化を契機に市場経済が導入さ
れたモンゴルでは、地方（特に遊牧民）における未就学
児の教育が疎かになり、社会的問題となっている。同
NPO は様々な資源を活用して未就学児だけでなく、保
護者も取り込んだ新しい形の教育プログラムを実施し
大きな成果を挙げている。
（4）歴史・文化施設の見学
　ウランバートル市内をはじめ、チベット仏教寺院の
ガンダン寺やモンゴル民族歴史博物館の見学はモンゴ
ルの歴史や文化に対する理解を深めることに有益でっ
た。今回、インターゼミのアジア班（今年のテーマはモン
ゴル帝国の興隆と衰退）から 3 名が参加したこともあり、
現地の歴史文化施設の見学が研究テーマを深める意味で非
常に参考になったのではないと思われる。
（5）モンゴル科学技術大学の訪問
　同大学は、理科系の国立総合大学の一つ。学内にビジネ
ス・人文、情報通信、建築、電力、運輸、鉱山、工業技術、
応用科学、外国語学部の九つの学部を有し、学生数 2 万超、
教職員数 2 千人に上る。外国語学部の中に日本語学科があ
り、現在約 50 名の学生が在籍している。海外大学との交流に積極的に取り組んでおり、
とりわけ本学との提携には非常に前向きである。今後両大学間で提携に向けて協議して
いくことで合意した。
7．多摩大学と神奈川大学のモンゴル特別研修プログラムを終えて
　今回は、初めての試みとして神奈川大学と合同でモンゴル研修を実施したが、両大学の学生
たちは日本の大学生としての自覚をしっかり持ち、現地での発表会はさることながらすべての
プログラムに積極的に参画してくれた。引率教員にとっても学生たちにとっても海外の大学だ
けでなく日本の大学同士の交流も非常に有益であることを認識することができた。今後も国内
大学と連携しながら様々な形での海外でのアクティブラーニング活動を継続して実施したい。
　今後の課題としては、プログラムの綿密な事前準備、共通の課題を軸とした学生の研究発表、
現地の学生と共に行うアクティブラーニング活動の更なる活性化などが挙げられよう。
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8．参加学生の声
（1） モンゴルでは、たくさんの経験ができた。乗馬体験や、くるぶしの骨を使ったゲーム
が 1 番印象に残った。次回は現地の企業の訪問を希望したい。
（2） モンゴル研修で感じたこと。一つ目は、抱いていたイメージと現実の差異。モンゴル
は草原がいっぱいで、町は小さい。ショッピングモー
ルやデパートメントストアーは存在しないと思ってい
た。実際にはウランバートル市内は、都市そのもので
発展途上国とは思えないほど賑やかだった。韓国語の
看板が多く目につき、日本車、トヨタ、マツダ車など
が多い。加えて、若者が多い。二つ目は、自然の力、
雄大さである。ゲル・キャンプは特に印象的で、壮大
だった。心が綺麗になった気がした。800 年前にここで馬に乗って戦っていたのかと思
うと不思議でたまらなかった。また、生きていくために最低限のものは、ある意味で無
駄なストレス、プレシャーがないのかもしれない。心の健康にも影響があると感じた。
三つ目は、中国が好きではないモンゴル人が多いようだ。しかし、経済面、社会面で切
り離せないことは国民全員が理解している。中国の輸入品がモンゴル人を支えているこ
とは事実で、寮やスーパーマーケットでも中国産品が多くあった。戦前、日本はモンゴ
ルを侵攻している。日本とモンゴル間には、忘れてはいけない歴史があり、経済面でも
切り離せないものがある。
（3） 私は最初、モンゴルは草原だけの田舎町だと考えていた。しかし、ウランバートル市
に到着すると、高層ビルが立ち並んでいたり、想像以上に整備された道路に沢山の車が
走ったりしていて、意外と近代的で驚いた。モンゴルでの食事は、私は美味しいと感じ
たが、塩分は日本より多く摂取していると感じた。ゲルでの生活は、思ったより快適だっ
た。トイレも無く、食べ物も自分たちで調達しないといけないサバイバル生活を想像し
ていたのだが、実際はトイレやシャワー室があり、毎食食堂で食事することができた。
一番印象に残ったのは、赤ちゃん羊を抱っこして運んで、群れに戻した場面で沢山の羊
の群れを、間近で見られたことは、大変貴重な経験になった。一番楽しかったことは、
遊牧民の家庭にお邪魔して、みんなでモンゴルのゲームをしたことで、しかも優勝まで
してプレゼントまでもらったことは大変うれしかった。
（4） 日本では見られない見渡す限りの草原と山、家畜などの自然や風景を見る事が出来て
幸せだった。ゲルに泊まって参加生徒、先生方、ガイドさんと皆でお話ししたこと、満
天の星空は絶対に忘れられない良い思い出になった。
（5） モンゴルの近代的な一面と伝統的な部分の両方を体験出来る素晴らしい研修だった。
来年以降もモンゴル研修を行う場合は、ゲル宿泊と乗馬体験は外せないと思う。
